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諮問事項等について（案）













審議スケジュール（案）
	開催月（回）
	審　　議　　テ　　ー　　マ

	７月（第　１回）
	（１）諮問（これからの大阪の教育がめざす方向について）　（２）教育改革プログラムの取組みについて

	８月（第　２回）
	（１）大阪の教育がめざすもの（大阪の教育をめぐる課題、子どもたちにはぐくみたい「力」等）　（２）高校改革の状況

	１０月（第　３回）
	学校視察（視察先等については今後調整）

	１１月（第　４回）
	Ⅲ　障害のある幼児児童生徒の自立を支援する教育のさらなる推進

	１２月（第　５回）
	　Ⅱ　「入れる学校」から「入りたい学校」に向けた府立高校のさらなる充実　①

	１月（第　６回）
	　Ⅱ　「入れる学校」から「入りたい学校」に向けた府立高校のさらなる充実　②

	２月（第　７回）
	　Ⅰ　子どもたちの「確かな学力」をはぐくむ学校づくり

	３月（第　８回）
	　Ⅳ　教員の力を最大限に引き出す仕組みづくり～「教員の力」の向上～
　Ⅴ　地域とつながり信頼される学校づくり～「チームの力」の向上～

	４月（第　９回）
	（１）審議の総括【「大阪府スポーツ振興審議会（健康・体力づくり）」、「大阪府社会教育委員会議（学校・家庭・地域の協働による「教育コミュニティ」の拡大・発展）」における意見等の報告】
（２）答申取りまとめ　①

	５月（第１０回）
	　　　答申取りまとめ　②

	５月（第１１回）
	　　　答申取りまとめ　③

	６月
	　　　答申（手交）


【諮問事項】　これからの大阪の教育がめざす方向について




















審議テーマ及び審議のポイント





Ⅰ　子どもたちの「確かな学力」をはぐくむ学校づくり


【審議のポイント】


　・学校における学力向上方策　　　　　　　　　・家庭・地域と連携した自学自習力の育成、学習習慣の確立


・校種間の連携強化（幼・小・中・高など）　　・豊かな人間性や社会性の育成





Ⅱ　「入れる学校」から「入りたい学校」に向けた府立高校のさらなる充実


【審議のポイント】


　・再編整備のフォロー　　・幅広い教育ニーズに応える学校づくり　　・生徒の「自立・自己実現」の支援





Ⅲ　障害のある幼児児童生徒の自立を支援する教育のさらなる推進


【審議のポイント】


　・高等部単独校や新たな学科の設置による生徒の自立支援の充実


　・知的障害生徒の高等学校における学習機会の充実


　・義務教育における「ともに学び、ともに育つ」教育の推進と盲聾養護学校のセンター的機能の発揮





健康・体力づくり


【ポイント】


・健康３原則の徹底（よく食べ、よく動き、よく眠る）　⇒　「大阪府スポーツ振興審議会」を活用








学校・家庭・地域の協働による「教育コミュニティ」の拡大・発展


【ポイント】


　人と活動をつなぐ総合的なサポート体制の構築　⇒　「大阪府社会教育委員会議」を活用


・次世代育成と参加者の拡大　　・多様な人々の交流を図る地域教育活動の促進


・保護者のエンパワメントの促進と家庭教育を支援する地域ネットワークの構築





安全・安心な教育環境づくり


【ポイント】


　・学校、子どもの安全・安心の確保 　・計画的な学校施設・設備の改善・改修





Ⅳ　教員の力を最大限に引き出す仕組みづくり～「教員の力」の向上～


【審議のポイント】


　・教員の資質向上（育成・支援）　・授業評価・授業研究の充実（「わかる授業」づくり）　・熱意ある人材の確保





Ⅴ　地域とつながり信頼される学校づくり～「チームの力」の向上～


【審議のポイント】


・大阪版「学校評価」の確立　 ・組織的な学校運営と校務の効率化　 ・危機管理・問題解決機能の充実





























義務教育関係





高校教育関係野





障害教育関係





教職員関係





学校運営関係

















